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 【はじめに】 

反芻動物の大脳皮質壊死症は主にチアミン（ビタミン B₁）

欠乏に起因する代謝性の疾病であり、神経症状が特徴

（図 1）。成雌山羊に起立不能、後弓反張が見られ、病性

鑑定の結果本症と診断したので、その概要を報告する。 

 

図 1 反芻動物の大脳皮質壊死症 

 

【農場概要】 

本島南部の新規肉用山羊農家で、繁殖雌山羊4頭、育

成子山羊 3 頭を飼養し、飼料は粗飼料として野草、濃厚

飼料として購入飼料と生豆腐粕を混ぜたものを洗面器 1

杯分（約 2 kg）、朝夕 2 回給与していた（図 2）。 

 

図 2 農場概要 

 

【発生状況】 

2021/11/18 より成雌山羊 1 頭が活力低下、11/23 に起

立不能、食欲廃絶、後弓反張を呈し、11/24 に家保立入。

体温 40.3 ℃。外傷や牙関緊急が認められなかったことか

ら破傷風を否定。診断的治療としてチアミン 100 mg 相当

（ビタミン B₁加リンゲル 1 L）を投与したが、改善が見られな

かったため予後不良と判断、病性鑑定に供した（図 3）。 

 

図 3 発生状況 

 

【材料と方法】 

発症山羊の臓器、血清を材料に、剖検、細菌検査、糞

便検査、病理組織学的検査、血液生化学検査を定法に

従い実施。理化学検査として大脳割面に 365 nm の紫外

線を照射し、自家蛍光の有無を観察。全血中チアミン測

定は（独）動物衛生研究部門に依頼（図 4）。 

 

図 4 材料と方法 



 

【結果】 

剖検所見にて全身の脂肪組織に淡黄色凝固変性が認

められたが、腸管内容物の通過障害は認められなかった。

第四胃に捻転胃虫様線虫、膵臓に膵蛭、盲腸に線虫を

確認（図 5）。細菌検査にて有意菌は検出されなかった。

糞便検査の結果、毛様線虫卵（捻転胃虫卵）を多数

（EPG16,500）、鞭虫卵、乳頭糞線虫卵、膵蛭卵を確認（図

6）。病理組織学的検査では大脳の皮質神経細胞の層状

乏血性壊死が散見。脂肪壊死は腹腔内脂肪だけでなく、

脊髄や乳房上リンパ節の周囲脂肪まで波及。膵蛭が導管

へ寄生し、管径拡張が認められたが、膵臓実質に炎症は

確認されなかった（図 7）。理化学検査にて自家蛍光は認

められなかった（図 8）。血液検査では発症山羊に白血球

数増加が見られ（図 9）、血液生化学検査では発症山羊の

GOT、GGT、LDH、IP が高値、T-Cho、Ca、Mg が低値を

示した（図 10）。血清ビタミン A、ビタミン E は基準値内。発

症山羊に血糖値の上昇が見られたが、チアミン投与 18 時

間後に下降（図 11）。血中総チアミン濃度は発症山羊と同

居山羊 1 頭が欠乏値（13 ng/ml 以下）を示した（図 12）。 

 

図 5 剖検所見 

 
図 6 細菌検査結果、糞便検査結果 

 

図 7 病理組織学的検査結果 

 

図 8 理化学検査結果 

 

図 9 血液検査結果 



 
図 10 血液生化学検査結果 

 

図 11 ビタミン測定、血糖値測定結果 

 

図 12 チアミン測定結果 

 

【まとめと考察】 

脳割面への紫外線照射による大脳の自家蛍光は認め

られなかったが、病理組織学的検査で大脳皮質の層状壊

死が確認されたこと、血中チアミン濃度が欠乏値であった

ことから、チアミン欠乏による大脳皮質壊死症と診断（図

13）。濃厚飼料を多給されていたことから、第一胃内で高

濃度の酵素チアミナーゼが形成され、第一胃内で合成さ

れるチアミンを不活性化したことによるチアミン欠乏症に

起因するものと推察（図 14）。他にも脂肪壊死症と膵蛭の

寄生、消化管内線虫症が確認されたが、神経症状との関

連は不明。濃厚飼料の多給、特に大豆飼料を中止するよ

う指導し、その後大脳皮質壊死症の続発は認められてい

ない（図 15）。 

 

 

図 13 まとめ 

 

図 14 糖代謝について 

 

図 15 考察① 



 

図 16 考察② 


